
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
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会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ

る
。

一
、
公
共
交
通
が
地
域
の
経
済
社
会
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
公
共
財
的
役
割
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
に
か

ん
が
み
、
地
方
自
治
体
の
積
極
的
な
取
組
の
支
援
に
も
資
す
る
よ
う
、
地
方
の
鉄
軌
道
及
び
路
線
バ
ス
を
含
め
て
地
域
公
共

交
通
の
整
備
・
維
持
・
運
営
に
必
要
か
つ
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
財
政
支

援
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

二
、
各
地
域
に
お
い
て
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
在
り
方
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成

や
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
向
上
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
や
交
通
事
業
者
へ
の

支
援
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
地
方
の
鉄
軌
道
の
活
性
化
及
び
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
運
行
会
社
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
路
線
の
維
持
に
資
す

る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
上
下
分
離
制
度
」
が
一
層
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
助
言
や
指
導
に
努
め
る
こ
と
。

四
、
乗
継
円
滑
化
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
公
共
交
通
施
設
・
車
両
等
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
一
層
の
拡
充
と
質
的
向

上
を
図
る
と
と
も
に
乗
換
駅
等
の
隣
接
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
移
動
負
担
の
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
最
近
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
や
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
普
及
等
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
機
関
の
合
理
的
な
運
賃
の
形
成
に
向
け

て
助
言
や
指
導
に
努
め
る
こ
と
。

五
、
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
車
両
又
は
船
舶
に
係
る
保
安
上
の
技
術
基
準
の
作
成
及
び
そ
の
運
用
に
つ

い
て
行
わ
れ
る
配
慮
が
、
車
両
又
は
船
舶
の
運
行
の
安
全
の
確
保
に
真
に
支
障
の
な
い
よ
う
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


